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議 案 第 １ 号

柏 市 印 鑑 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て

柏 市 印 鑑 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の と お り 制 定 す る 。

  令 和 ８ 年 ９ 月 ２ 日 提 出

柏 市 長   太 田 和 美

提 案 理 由

 漢 字 圏 の 外 国 人 住 民 の う ち 本 国 に お け る 公 的 な 身 分 証 明 書 に お い

て 氏 名 に 漢 字 が 使 用 さ れ な い 者 に 係 る 登 録 印 鑑 の 制 限 を 改 め る と と

も に ， 印 鑑 登 録 証 明 書 の 交 付 申 請 の 方 法 に 特 定 在 留 カ ー ド 等 を 使 用

す る 方 法 を 加 え た い の で 提 案 す る 。  
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柏 市 条 例 第   号

柏 市 印 鑑 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

 柏 市 印 鑑 条 例 （ 昭 和 ６ ０ 年 柏 市 条 例 第 ２ １ 号 ） の 一 部 を 次 の よ う

に 改 正 す る 。  

 第 ５ 条 第 ３ 項 中 「 非 漢 字 圏 の 者 」 の 次 に 「 （ 漢 字 圏 の 外 国 人 住 民

の う ち 本 国 に お け る 公 的 な 身 分 証 明 書 に お い て 氏 名 に 漢 字 が 使 用 さ

れ な い 者 を 含 む 。 以 下 同 じ 。 ） 」 を 加 え る 。  

 第 １ ０ 条 第 ４ 項 中 「 第 ２ 条 第 ７ 項 に 規 定 す る 個 人 番 号 カ ー ド 」 の

次 に 「 若 し く は 出 入 国 管 理 及 び 難 民 認 定 法 （ 昭 和 ２ ６ 年 政 令 第 ３ １

９ 号 ） 第 １ ９ 条 の １ ５ の ２ 第 １ 項 に 規 定 す る 特 定 在 留 カ ー ド 若 し く

は 日 本 国 と の 平 和 条 約 に 基 づ き 日 本 の 国 籍 を 離 脱 し た 者 等 の 出 入 国

管 理 に 関 す る 特 例 法 （ 平 成 ３ 年 法 律 第 ７ １ 号 ） 第 １ ６ 条 の ２ 第 １ 項

に 規 定 す る 特 定 特 別 永 住 者 証 明 書 」 を 加 え ， 「 第 ２ ２ 条 第 ７ 項 の 規

定 に よ り 同 条 第 １ 項 」 を 「 第 ２ ２ 条 第 ７ 項 （ 同 法 第 ２ ２ 条 の ３ 第 ２

項 の 規 定 に よ り 準 用 す る 場 合 を 含 む 。 ） の 規 定 に よ り 同 法 第 ２ ２ 条

第 １ 項 」 に 改 め る 。

附  則  

こ の 条 例 は ， 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。
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議案第１号資料

柏市印鑑条例の一部を改正する条例について

柏市印鑑条例（昭和６０年柏市条例第２１号）新旧対照表

改正前 改正後

(登録印鑑の制限) (登録印鑑の制限) 
第5条 略 第5条 略 
2 略 2 略 
3 市長は，前項第1号及び第2号の規定にかかわ

らず，外国人住民(法第30条の45に規定する外

国人住民をいう。以下同じ。)のうち非漢字圏

の者が住民票の備考欄に記載(法第6条第3項の

規定により磁気ディスク(これに準じる方法に

より一定の事項を確実に記録しておくことが

できる物を含む。以下同じ。)をもって調製す

る住民票にあっては，記録。以下同じ。)がさ

れている片仮名を使用した氏名の表記又はそ

の一部を組み合わせたもので表されている印

鑑により登録を受けようとする場合は，当該

印鑑を登録することができる。

3 市長は，前項第1号及び第2号の規定にかかわ

らず，外国人住民(法第30条の45に規定する外

国人住民をいう。以下同じ。)のうち非漢字圏

の者(漢字圏の外国人住民のうち本国における

公的な身分証明書において氏名に漢字が使用

されない者を含む。以下同じ。)が住民票の備

考欄に記載(法第6条第3項の規定により磁気デ

ィスク(これに準じる方法により一定の事項を

確実に記録しておくことができる物を含む。

以下同じ。)をもって調製する住民票にあって

は，記録。以下同じ。)がされている片仮名を

使用した氏名の表記又はその一部を組み合わ

せたもので表されている印鑑により登録を受

けようとする場合は，当該印鑑を登録するこ

とができる。

(印鑑登録証明書の交付) (印鑑登録証明書の交付) 
第10条 略 第10条 略 
2及び3 略 2及び3 略 
4 前3項の規定にかかわらず，登録者は，自ら

多機能端末機(市長の使用に係る電子計算機と

電気通信回線で接続された民間事業者等が設

置する端末機であって，印鑑登録証明書等を

自動的に交付する機能を有するものをいう。)
に行政手続における特定の個人を識別するた

めの番号の利用等に関する法律(平成25年法律

第27号)第2条第7項に規定する個人番号カード

(電子署名等に係る地方公共団体情報システム

機構の認証業務に関する法律(平成14年法律第

153号)第22条第7項の規定により同条第1項に

規定する個人番号カード用利用者証明用電子

証明書が記録されたものに限る。)又は電気通

信事業法(昭和59年法律第86号)第12条の2第4
項第3号ロに規定する移動端末設備(電子署名

等に係る地方公共団体情報システム機構の認

証業務に関する法律第35条の2第7項の規定に

より同条第1項に規定する電磁的記録媒体に同

項に規定する移動端末設備用利用者証明用電

子証明書が記録されたものに限る。)を使用し

て電子署名等に係る地方公共団体情報システ

ム機構の認証業務に関する法律施行規則(平成

15年総務省令第120号)第42条第2項又は第59
条の3第2項に規定する暗証番号その他必要な

事項を入力する方法により，印鑑登録証明書

4 前3項の規定にかかわらず，登録者は，自ら

多機能端末機(市長の使用に係る電子計算機と

電気通信回線で接続された民間事業者等が設

置する端末機であって，印鑑登録証明書等を

自動的に交付する機能を有するものをいう。)
に行政手続における特定の個人を識別するた

めの番号の利用等に関する法律(平成25年法律

第27号)第2条第7項に規定する個人番号カード

若しくは出入国管理及び難民認定法(昭和26年
政令第319号)第19条の15の2第1項に規定する

特定在留カード若しくは日本国との平和条約

に基づき日本の国籍を離脱した者等の出入国

管理に関する特例法(平成3年法律第71号)第16
条の2第1項に規定する特定特別永住者証明書

(電子署名等に係る地方公共団体情報システム

機構の認証業務に関する法律(平成14年法律第

153号)第22条第7項(同法第22条の3第2項の規

定により準用する場合を含む。)の規定により

同法第22条第1項に規定する個人番号カード用

利用者証明用電子証明書が記録されたものに

限る。)又は電気通信事業法(昭和59年法律第

86号)第12条の2第4項第3号ロに規定する移動

端末設備(電子署名等に係る地方公共団体情報

システム機構の認証業務に関する法律第35条
の2第7項の規定により同条第1項に規定する電
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の交付を申請し，その交付を受けることがで

きる。

磁的記録媒体に同項に規定する移動端末設備

用利用者証明用電子証明書が記録されたもの

に限る。)を使用して電子署名等に係る地方公

共団体情報システム機構の認証業務に関する

法律施行規則(平成15年総務省令第120号)第42
条第2項又は第59条の3第2項に規定する暗証

番号その他必要な事項を入力する方法によ

り，印鑑登録証明書の交付を申請し，その交

付を受けることができる。
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議 案 第 ２ 号

柏 市 非 常 勤 特 別 職 職 員 報 酬 等 支 給 条 例 の 一 部 を 改 正 す る

条 例 の 制 定 に つ い て  

 柏 市 非 常 勤 特 別 職 職 員 報 酬 等 支 給 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次

の と お り 制 定 す る 。  

  令 和 ８ 年 ９ 月 ２ 日 提 出

柏 市 長   太 田 和 美

提 案 理 由

 市 医 等 の 報 酬 の 額 を 改 め る と と も に ， 児 童 相 談 所 弁 護 士 の 報 酬 の

額 を 定 め た い の で 提 案 す る 。
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柏 市 条 例 第   号

柏 市 非 常 勤 特 別 職 職 員 報 酬 等 支 給 条 例 の 一 部 を 改 正 す る

条 例  

柏 市 非 常 勤 特 別 職 職 員 報 酬 等 支 給 条 例 （ 昭 和 ６ １ 年 柏 市 条 例 第 ３

号 ） の 一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 別 表 第 １ 第 ２ ８ 号 中 「 ２ ５ ， ５ ０ ０ 円 」 を 「 ２ ７ ， １ ０ ０ 円 」 に

改 め ， 同 表 第 ３ ２ 号 及 び 第 ３ ５ 号 中 「 ８ ５ ， ５ ０ ０ 円 」 を 「 ８ ５ ，

９ ０ ０ 円 」 に 改 め ， 同 表 第 ３ ６ 号 の ３ 及 び 第 ４ ２ 号 中 「 ２ ５ ， ５ ０

０ 円 」 を 「 ２ ７ ， １ ０ ０ 円 」 に 改 め ， 同 表 第 ４ ２ 号 の ２ 中 「 ５ ６ ，

０ ０ ０ 円 」 を 「 ６ ３ ， ０ ０ ０ 円 」 に 改 め ， 同 表 第 ４ ２ 号 の ４ 中 「 ２

４ ， ０ ０ ０ 円 」 を 「 ２ ７ ， ０ ０ ０ 円 」 に 改 め ， 同 表 第 ４ ２ 号 の ５ の

次 に 次 の よ う に 加 え る 。

４２の６ 児童相談所弁護士 日額 ２７，０００円 

附 則

こ の 条 例 は ， 令 和 ８ 年 １ ０ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。
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議案第２号資料  

   柏市非常勤特別職職員報酬等支給条例の一部を改正する条  

例について  
柏市非常勤特別職職員報酬等支給条例（昭和６１年柏市条例第３号）新旧対照表 

改正前 改正後 
別表第1(第2条) 別表第1(第2条) 

号 職名 支給区分 報酬額 
1から27まで 略 
28 市医 日額 25,500円 
29から31まで 略 
32 福祉事務所嘱託医 月額 85,500円 
33及び34 略 
35 児童発達支援センター

管理医 
月額 85,500円 

36及び36の2 略 
36の3 小児慢性特定疾病審査

会委員 
日額 25,500円 

36の4から41まで 略 
42 医療的ケア児等保育実

施検討審査会委員 
日額 25,500円 

42の2 スクールロイヤー 日額 56,000円 
42の3 略 
42の4 行政不服審査会委員 日額 24,000円 
42の5 略 
 
43及び44 略 

 

号 職名 支給区分 報酬額 
1から27まで 略 
28 市医 日額 27,100円 
29から31まで 略 
32 福祉事務所嘱託医 月額 85,900円 
33及び34 略 
35 児童発達支援センター

管理医 
月額 85,900円 

36及び36の2 略 
36の3 小児慢性特定疾病審査

会委員 
日額 27,100円 

36の4から41まで 略 
42 医療的ケア児等保育実

施検討審査会委員 
日額 27,100円 

42の2 スクールロイヤー 日額 63,000円 
42の3 略 
42の4 行政不服審査会委員 日額 27,000円 
42の5 略 
42の6 児童相談所弁護士 日額 27,000円 
43及び44 略 

 

備考 略 備考 略 
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議 案 第  ３ 号   

 

 

   柏 市 近 隣 セ ン タ ー 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ  

   い て  

 

 

 柏 市 近 隣 セ ン タ ー 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の と お り 制 定 す

る 。  

 

 

  令 和  ８ 年  ９ 月  ２ 日 提 出  

 

 

               柏 市 長   太  田  和  美  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   提 案 理 由  

 柏 市 西 原 近 隣 セ ン タ ー の 料 理 実 習 室 を 廃 止 し ， 多 目 的 室 を 設 置 す

る と と も に ， 当 該 多 目 的 室 の 使 用 料 の 額 を 定 め た い の で 提 案 す る 。  

  

9



柏 市 条 例 第   号  

 

   柏 市 近 隣 セ ン タ ー 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例  

 

 柏 市 近 隣 セ ン タ ー 条 例 （ 平 成 １ ２ 年 柏 市 条 例 第 ３ ７ 号 ） の 一 部 を

次 の よ う に 改 正 す る 。  

 

 別 表 第 ２ 第 １ 項 の 表 柏 市 西 原 近 隣 セ ン タ ー の 項 中  

「  

料理実習室 ４ ９５０  を  

                     」  

「  

多目的室 ３ ４１０  に 改 め る 。  

                     」  

 

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は ， 公 布 の 日 か ら 起 算 し て ９ 月 を 超 え な い 範 囲 内 に お

い て 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し ， 次 項 の 規 定 は ， 公 布

の 日 か ら 起 算 し て ８ 月 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 規 則 で 定 め る 日

か ら 施 行 す る 。  

 （ 準 備 行 為 ）  

２  こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 柏 市 近 隣 セ ン タ ー 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」

と い う 。 ） の 柏 市 西 原 近 隣 セ ン タ ー の 多 目 的 室 の 使 用 に 係 る 新 条

例 第 ７ 条 の 規 定 に よ る 許 可 ， 新 条 例 第 ８ 条 の 規 定 に よ る 届 出 ， 新

条 例 第 ９ 条 の 規 定 に よ る 許 可 の 取 消 し 及 び 新 条 例 第 １ １ 条 の 規 定

に よ る 使 用 料 の 減 額 又 は 免 除 並 び に こ れ ら に 関 し 必 要 な 手 続 そ の

他 の 行 為 は ， こ の 条 例 の 施 行 の 日 前 に お い て も ， 新 条 例 第 ７ 条 か

ら 第 ９ 条 ま で 及 び 第 １ １ 条 の 規 定 の 例 に よ り 行 う こ と が で き る 。  
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議案第３号資料  

   柏市近隣センター条例の一部を改正する条例について  

柏市近隣センター条例（平成１２年柏市条例第３７号）新旧対照表 
改正前 改正後 

別表第2(第10条第1項) 別表第2(第10条第1項) 
1 施設使用料 1 施設使用料 

施設 単位(時間) 使用料(円) 
柏市旭町近隣センターから柏市田中近隣センターまで 

略 
柏市西原近隣セン

ター 
和室から会議室A・B・Cまで 略 
料 理 実

習室 
4 950 

 体育館 略 
柏市永楽台近隣センターから柏市手賀近隣センターまで

 略 
 

施設 単位(時間) 使用料(円) 
柏市旭町近隣センターから柏市田中近隣センターまで 

略 
柏市西原近隣セン

ター 
和室から会議室A・B・Cまで 略 
多 目 的

室 
3 410 

 体育館 略 
柏市永楽台近隣センターから柏市手賀近隣センターまで

 略 
 

備考 略 備考 略 

2 略  2 略  
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議 案 第 ４ 号

柏 市 民 文 化 会 館 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い

て  

柏 市 民 文 化 会 館 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の と お り 制 定 す る 。

  令 和 ８ 年 ９ 月 ２ 日 提 出

柏 市 長   太 田 和 美

提 案 理 由

 同 一 の 個 人 又 は 団 体 に よ る 同 一 の 施 設 の 連 続 し た 期 間 の 使 用 に 係

る 制 限 の 廃 止 等 を 行 い た い の で 提 案 す る 。  
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柏 市 条 例 第   号

柏 市 民 文 化 会 館 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

 柏 市 民 文 化 会 館 条 例 （ 昭 和 ４ ７ 年 柏 市 条 例 第 ２ ５ 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。  

 第 ４ 条 の ３ 第 ３ 号 中 「 許 可 等 ， 」 を 「 許 可 等 及 び 」 に 改 め ， 「 及

び 第 １ ０ 条 た だ し 書 の 規 定 に よ る 使 用 の 期 間 の 制 限 の 解 除 」 を 削 り ，

同 条 第 ７ 号 中 「 減 額 」 を 「 減 免 」 に 改 め る 。  

 第 １ ０ 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

第 １ ０ 条  削 除  

 第 １ ６ 条 の 見 出 し 中 「 減 額 」 を 「 減 免 」 に 改 め ， 同 条 中 「 減 額 す

る 」 を 「 減 額 し ， 又 は 免 除 す る 」 に 改 め る 。  

第 １ ９ 条 各 号 を 次 の よ う に 改 め る 。

(1) 公 の 秩 序 を 乱 し ， 又 は 保 安 上 危 険 を 及 ぼ す お そ れ の あ る 者

(2) 他 人 に 危 害 を 及 ぼ し ， 又 は 迷 惑 と な る 物 品 又 は 動 物 を 携 行 す

る 者

(3) 前 ２ 号 に 掲 げ る 者 の ほ か ， 会 館 の 管 理 運 営 に 支 障 を 及 ぼ す お

そ れ が あ る と 認 め ら れ る 者

 第 １ ９ 条 の ４ 第 １ 項 中 「 第 ５ 条 か ら 」 の 次 に 「 第 ９ 条 ま で ， 第 １

１ 条 か ら 」 を 加 え る 。  

附  則  

（ 施 行 期 日 ）

１  こ の 条 例 は ， 公 布 の 日 か ら 起 算 し て １ 年 ５ 月 を 超 え な い 範 囲 内

に お い て 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し ， 第 ４ 条 の ３ 第 ７

号 ， 第 １ ６ 条 の 見 出 し 及 び 同 条 並 び に 第 １ ９ 条 各 号 の 改 正 規 定 並

び に 附 則 第 ３ 項 の 規 定 は ， 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 柏 市 民 文 化 会 館 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」

と い う 。 ） の 規 定 は ， こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い

う 。 ） 以 後 に さ れ た 新 条 例 第 ８ 条 第 ２ 項 の 申 請 に 係 る 同 一 の 個 人
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又 は 団 体 に よ る 同 一 の 施 設 （ 新 条 例 第 ３ 条 に 規 定 す る 施 設 を い

う 。 ） の 使 用 （ 以 下 「 同 一 施 設 使 用 」 と い う 。 ） （ 施 行 日 か ら 起

算 し て ３ 月 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 規 則 で 定 め る 日 以 後 の 日 を

含 ん だ 連 続 し た 同 一 施 設 使 用 に 限 る 。 以 下 「 特 定 同 一 施 設 使 用 」

と い う 。 ） に つ い て 適 用 し ， 施 行 日 前 に さ れ た 改 正 前 の 第 ８ 条 第

２ 項 の 申 請 に 係 る 同 一 施 設 使 用 及 び 施 行 日 以 後 に さ れ た 新 条 例 第

８ 条 第 ２ 項 の 申 請 に 係 る 同 一 施 設 使 用 （ 特 定 同 一 施 設 使 用 を 除

く 。 ） に つ い て は ， な お 従 前 の 例 に よ る 。  

３  新 条 例 第 １ ６ 条 の 規 定 は ， 附 則 第 １ 項 た だ し 書 に 規 定 す る 規 定

の 施 行 の 日 以 後 の 施 設 及 び そ の 附 属 設 備 の 利 用 に 係 る 料 金 に つ い

て 適 用 す る 。  
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議案第４号資料

柏市民文化会館条例の一部を改正する条例について

柏市民文化会館条例（昭和４７年柏市条例第２５号）新旧対照表

改正前 改正後

(指定管理者に行わせる業務の範囲) (指定管理者に行わせる業務の範囲) 
第4条の3 前条の規定により指定管理者に行わ

せる会館の管理に係る業務は，次に掲げるとお

りとする。

第4条の3 前条の規定により指定管理者に行わ

せる会館の管理に係る業務は，次に掲げるとお

りとする。

(1)及び(2) 略 (1)及び(2) 略

(3) 第8条の規定による使用の許可等，第9条
の規定による使用の変更の許可等及び第10
条ただし書の規定による使用の期間の制限

の解除に関すること。

(3) 第8条の規定による使用の許可等及び第9
条の規定による使用の変更の許可等に関す

ること。

(4)から(6)まで 略 (4)から(6)まで 略

(7) 第14条の規定による利用料金の収受等，

第16条の規定による利用料金の減額及び第1
7条の規定による利用料金の返還に関するこ

と。

(7) 第14条の規定による利用料金の収受等，

第16条の規定による利用料金の減免及び第1
7条の規定による利用料金の返還に関するこ

と。

(8)から(13)まで 略 (8)から(13)まで 略

(使用の期間の制限)
第10条 同一の個人又は団体による同一の施設

の使用は，次に掲げる場合に該当しない場合に

限り，行うことができる。ただし，指定管理者

が特に必要と認めるときは，この限りでない。 

第10条 削除 

(1) 同一の施設に係る午前9時から午後10時
までの間の連続した使用を6日間以上連続し

て行う場合

(2) 次に掲げる場合の区分に応じ，それぞれ

に定める場合

ア 同一の施設に係る午前9時から午後10時
までの間の連続した使用を5日間連続して

行う場合 当該使用の期間の初日の前日

に当該施設と同一の施設に係る午後6時以

後の使用を行い，又は当該使用の期間の末

日の翌日に当該施設と同一の施設に係る

午前12時以前の使用を行う場合 
イ 同一の施設に係る午前9時から午後10時
までの間の連続した使用を4日間連続して

行う場合 当該使用の期間の初日の前日

に当該施設と同一の施設に係る午後6時以

後の使用を行い，かつ，当該使用の期間の

末日の翌日に当該施設と同一の施設に係

る午前12時以前の使用を行う場合 
(利用料金の減額) (利用料金の減免) 

第16条 指定管理者は，規則で定めるところによ

り，利用料金を減額することができる。

第16条 指定管理者は，規則で定めるところによ

り，利用料金を減額し，又は免除することがで

きる。

(入場の禁止等) (入場の禁止等) 
第19条 指定管理者は，次の各号のいずれかに該 第19条 指定管理者は，次の各号のいずれかに該
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当する者の入場を禁止し，又は退場を命じるこ

とができる。

当する者の入場を禁止し，又は退場を命じるこ

とができる。

(1) 伝染性の疾患がある者 (1) 公の秩序を乱し，又は保安上危険を及ぼ

すおそれのある者

(2) 他人に危険を及ぼし，又は他人の迷惑と

なる行為をする者若しくはするおそれのあ

る者

(2) 他人に危害を及ぼし，又は迷惑となる物

品又は動物を携行する者

(3) 秩序を乱し，又は保安上危険である者 (3) 前2号に掲げる者のほか，会館の管理運営

に支障を及ぼすおそれがあると認められる

者

(市長による管理等) (市長による管理等) 
第19条の4 指定管理者の指定の取消し等により

指定管理者に会館の管理を行わせることがで

きない場合におけるこの条例の規定の適用に

ついては，第4条の4及び第4条の5中「指定管

理者が必要と認めるときは，市長の承認を得

て」とあるのは「市長が必要と認めるときは」

と，第5条から第13条の2まで及び第18条の3か
ら第19条の2までの規定中「指定管理者」とあ

るのは「市長」とする。

第19条の4 指定管理者の指定の取消し等により

指定管理者に会館の管理を行わせることがで

きない場合におけるこの条例の規定の適用に

ついては，第4条の4及び第4条の5中「指定管

理者が必要と認めるときは，市長の承認を得

て」とあるのは「市長が必要と認めるときは」

と，第5条から第9条まで，第11条から第13条
の2まで及び第18条の3から第19条の2までの

規定中「指定管理者」とあるのは「市長」とす

る。

2及び3 略 2及び3 略 
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議 案 第 ５ 号

柏 市 ア ミ ュ ゼ 柏 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い

て  

柏 市 ア ミ ュ ゼ 柏 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の と お り 制 定 す る 。

  令 和 ８ 年 ９ 月 ２ 日 提 出

柏 市 長   太 田 和 美

提 案 理 由

 同 一 の 個 人 又 は 団 体 に よ る 同 一 の 施 設 の 連 続 し た 期 間 の 使 用 に 係

る 制 限 を 廃 止 し た い の で 提 案 す る 。  
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柏 市 条 例 第   号

柏 市 ア ミ ュ ゼ 柏 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

 柏 市 ア ミ ュ ゼ 柏 条 例 （ 平 成 １ ０ 年 柏 市 条 例 第 ２ ９ 号 ） の 一 部 を 次

の よ う に 改 正 す る 。  

 第 ３ 条 の ３ 第 ３ 号 中 「 許 可 等 ， 」 を 「 許 可 等 及 び 」 に 改 め ， 「 及

び 第 ９ 条 た だ し 書 の 規 定 に よ る 使 用 の 期 間 の 制 限 の 解 除 」 を 削 る 。

 第 ９ 条 を 次 の よ う に 改 め る 。

第 ９ 条  削 除  

 第 １ ８ 条 の ２ 第 １ 項 中 「 第 ４ 条 か ら 」 の 次 に 「 第 ８ 条 ま で ， 第 １

０ 条 か ら 」 を 加 え る 。  

附  則  

（ 施 行 期 日 ）

１ こ の 条 例 は ， 公 布 の 日 か ら 起 算 し て １ 年 ５ 月 を 超 え な い 範 囲 内

に お い て 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。  

（ 経 過 措 置 ）  

２  こ の 条 例 に よ る 改 正 後 の 柏 市 ア ミ ュ ゼ 柏 条 例 （ 以 下 「 新 条 例 」

と い う 。 ） の 規 定 は ， こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い

う 。 ） 以 後 に さ れ た 新 条 例 第 ７ 条 第 ２ 項 の 申 請 に 係 る 同 一 の 個 人

又 は 団 体 に よ る 同 一 の 施 設 （ 新 条 例 第 ３ 条 の ５ に 規 定 す る 施 設 を

い う 。 ） の 使 用 （ 以 下 「 同 一 施 設 使 用 」 と い う 。 ） （ 施 行 日 か ら

起 算 し て ３ 月 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 規 則 で 定 め る 日 以 後 の 日

を 含 ん だ 連 続 し た 同 一 施 設 使 用 に 限 る 。 以 下 「 特 定 同 一 施 設 使 用 」

と い う 。 ） に つ い て 適 用 し ， 施 行 日 前 に さ れ た 改 正 前 の 第 ７ 条 第

２ 項 の 申 請 に 係 る 同 一 施 設 使 用 及 び 施 行 日 以 後 に さ れ た 新 条 例 第

７ 条 第 ２ 項 の 申 請 に 係 る 同 一 施 設 使 用 （ 特 定 同 一 施 設 使 用 を 除

く 。 ） に つ い て は ， な お 従 前 の 例 に よ る 。
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議案第５号資料

柏市アミュゼ柏条例の一部を改正する条例について

柏市アミュゼ柏条例（平成１０年柏市条例第２９号）新旧対照表

改正前 改正後

(指定管理者に行わせる業務の範囲) (指定管理者に行わせる業務の範囲) 
第3条の3 前条の規定により指定管理者に行わ

せるアミュゼ柏の管理に係る業務は，次に掲げ

るとおりとする。

第3条の3 前条の規定により指定管理者に行わ

せるアミュゼ柏の管理に係る業務は，次に掲げ

るとおりとする。

(1)及び(2) 略 (1)及び(2) 略

(3) 第7条の規定による施設の使用の許可等，

第8条の規定による施設の使用の変更の許可

等及び第9条ただし書の規定による使用の期

間の制限の解除に関すること。

(3) 第7条の規定による施設の使用の許可等

及び第8条の規定による施設の使用の変更の

許可等に関すること。

(4)から(12)まで 略 (4)から(12)まで 略

(使用の期間の制限)
第9条 同一の個人又は団体による同一の施設の

使用は，次の各号に掲げる施設の区分に応じ，

それぞれ当該各号に定める場合に該当しない

場合に限り，行うことができる。ただし，指定

管理者が特に必要と認めるときは，この限りで

ない。

第9条 削除 

(1) クリスタルホール及びプラザ 同一の施

設に係る午前9時から午後10時までの間の連

続した使用を7日間以上連続して行う場合及

び次に掲げる場合の区分に応じ，それぞれに

定める場合

ア 同一の施設に係る午前9時から午後10時
までの間の連続した使用を6日間連続して

行う場合 当該使用の期間の初日の前日

に当該施設と同一の施設に係る午後6時以

後の使用を行い，又は当該使用の期間の末

日の翌日に当該施設と同一の施設に係る

午前12時以前の使用を行う場合 
イ 同一の施設に係る午前9時から午後10時
までの間の連続した使用を5日間連続して

行う場合 当該使用の期間の初日の前日

に当該施設と同一の施設に係る午後6時以

後の使用を行い，かつ，当該使用の期間の

末日の翌日に当該施設と同一の施設に係

る午前12時以前の使用を行う場合 
(2) リハーサル室 リハーサル室に係る午後

6時以後の使用を行い，かつ，当該使用の日

の翌日にリハーサル室に係る午前12時以前

の使用を行う場合(クリスタルホール又はプ

ラザの使用に伴い当該使用のために必要な

準備の目的その他当該使用の目的に付随し

た目的で使用する場合であって，クリスタル

ホール又はプラザの当該使用の期間と同一

の期間でリハーサル室を使用するときを除

く。) 
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(市長による管理等) (市長による管理等) 
第18条の2 指定管理者の指定の取消し等により

指定管理者にアミュゼ柏の管理を行わせるこ

とができない場合におけるこの条例の規定の

適用については，第3条の4及び第3条の5中「指

定管理者が必要と認めるときは，市長の承認を

得て」とあるのは「市長が必要と認めるときは」

と，第4条から第13条まで及び第16条の3から

第16条の5までの規定中「指定管理者」とある

のは「市長」とする。

第18条の2 指定管理者の指定の取消し等により

指定管理者にアミュゼ柏の管理を行わせるこ

とができない場合におけるこの条例の規定の

適用については，第3条の4及び第3条の5中「指

定管理者が必要と認めるときは，市長の承認を

得て」とあるのは「市長が必要と認めるときは」

と，第4条から第8条まで，第10条から第13条
まで及び第16条の3から第16条の5までの規定

中「指定管理者」とあるのは「市長」とする。 
2及び3 略 2及び3 略 
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議 案 第 ６ 号

柏 市 特 殊 詐 欺 被 害 防 止 等 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制

定 に つ い て  

 柏 市 特 殊 詐 欺 被 害 防 止 等 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の と お り

制 定 す る 。  

  令 和 ８ 年 ９ 月 ２ 日 提 出

柏 市 長   太 田 和 美

提 案 理 由  

特 殊 詐 欺 の 定 義 等 を 改 め た い の で 提 案 す る 。
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柏 市 条 例 第   号

柏 市 特 殊 詐 欺 被 害 防 止 等 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

 柏 市 特 殊 詐 欺 被 害 防 止 等 条 例 （ 平 成 ２ ８ 年 柏 市 条 例 第 １ ４ 号 ） の

一 部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

第 ２ 条 第 １ 号 を 次 の よ う に 改 め る 。  

(1) 特 殊 詐 欺  電 話 ， 郵 便 ， 電 子 メ ー ル そ の 他 の 通 信 手 段 を 用 い

て ， 面 識 の な い 者 を 欺 き ， 若 し く は 畏 怖 さ せ て ， 指 定 す る 預 貯

金 口 座 に 現 金 を 振 り 込 ま せ ， 若 し く は 現 金 ， キ ャ ッ シ ュ カ ー ド

等 を 自 己 若 し く は 第 三 者 に 交 付 さ せ る 行 為 そ の 他 こ れ ら に 類 す

る 行 為 で あ っ て ， 詐 欺 （ 刑 法 （ 明 治 ４ ０ 年 法 律 第 ４ ５ 号 ） 第 ２

４ ６ 条 の 罪 を い う 。 ） ， 電 子 計 算 機 使 用 詐 欺 （ 同 法 第 ２ ４ ６ 条

の ２ の 罪 を い う 。 ） 若 し く は 恐 喝 （ 同 法 第 ２ ４ ９ 条 の 罪 を い

う 。 ） に 当 た る も の 又 は 面 識 の な い 者 を 欺 い て キ ャ ッ シ ュ カ ー

ド 等 を 窃 取 す る 行 為 で あ っ て ， 窃 盗 （ 同 法 第 ２ ３ ５ 条 の 罪 を い

う 。 ） に 当 た る も の を い う 。  

 第 ２ 条 中 第 ２ 号 か ら 第 １ ０ 号 ま で を 削 り ， 第 １ １ 号 を 第 ２ 号 と し ，

同 号 の 次 に 次 の １ 号 を 加 え る 。  

(3) 事 業 者  市 内 に お い て ， 特 殊 詐 欺 の 手 段 と し て 利 用 さ れ ， 又

は 利 用 さ れ る お そ れ が あ る 商 品 等 の 流 通 及 び 役 務 の 提 供 を 業 と

し て 行 う 者 を い う 。  

第 ２ 条 第 １ ２ 号 を 削 る 。

 第 ７ 条 第 １ 項 第 ２ 号 中 「 特 殊 詐 欺 と 疑 わ れ る 不 審 な 電 話 ， 郵 便 物

等 を 受 け た 」 を 「 不 審 な 電 話 を 受 け ， 郵 便 物 又 は 電 子 メ ー ル を 受 け

取 る 等 の 特 殊 詐 欺 の 疑 い の あ る 行 為 を さ れ た 」 に 改 め る 。  

附  則  

こ の 条 例 は ， 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。
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議案第６号資料

柏市特殊詐欺被害防止等条例の一部を改正する条例につい

て

柏市特殊詐欺被害防止等条例（平成２８年柏市条例第１４号）新旧対照表

改正前 改正後

(定義) (定義) 
第2条 この条例において，次の各号に掲げる用

語の意義は，それぞれ当該各号に定めるところ

による。

第2条 この条例において，次の各号に掲げる用

語の意義は，それぞれ当該各号に定めるところ

による。

(1) 特殊詐欺 対面することなく面識のない

不特定の者を欺いた上で指定した預金口座

又は貯金口座(以下「預貯金口座」という。)
に現金を振り込ませる等の行為で，オレオレ

詐欺，預貯金詐欺，架空料金請求詐欺，融資

保証金詐欺，還付金詐欺，金融商品詐欺，ギ

ャンブル詐欺，交際あっせん詐欺その他詐欺

等(詐欺(刑法(明治40年法律第45号)第246条
の罪に当たる行為をいう。以下同じ。)若し

くは電子計算機使用詐欺(刑法第246条の2の
罪に当たる行為をいう。以下同じ。)又は恐

喝(刑法第249条の罪に当たる行為をいう。)
をいう。)に当たるもの及びキャッシュカー

ド詐欺盗をいう。

(1) 特殊詐欺 電話，郵便，電子メールその

他の通信手段を用いて，面識のない者を欺

き，若しくは畏怖させて，指定する預貯金口

座に現金を振り込ませ，若しくは現金，キャ

ッシュカード等を自己若しくは第三者に交

付させる行為その他これらに類する行為で

あって，詐欺(刑法(明治40年法律第45号)第2
46条の罪をいう。)，電子計算機使用詐欺(同
法第246条の2の罪をいう。)若しくは恐喝(同
法第249条の罪をいう。)に当たるもの又は面

識のない者を欺いてキャッシュカード等を

窃取する行為であって，窃盗(同法第235条の

罪をいう。)に当たるものをいう。 

(2) オレオレ詐欺 親族を装い電話をかけ，

当該親族がその勤務先の物件を横領したこ

とによりその補填のため直ちに現金が必要

であると欺き，その指定する預貯金口座に現

金を振り込ませる手口その他これに類する

方法による詐欺をいう。

(3) 預貯金詐欺 警察官又は銀行協会等の職

員を装い電話をかけ，預貯金口座が悪用され

ている等の虚偽の情報により人を欺き，キャ

ッシュカード等を交付させる手口その他こ

れに類する方法による詐欺をいう。

(4) 架空料金請求詐欺 ウェブサイトの利用

の事実をねつ造し，当該利用に係る料金を請

求する文書を送付して，その指定する預貯金

口座に現金を振り込ませる手口その他これ

に類する方法による詐欺をいう。

(5) 融資保証金詐欺 融資を行う意思がない

にもかかわらず，当該融資の申込みを誘い，

当該申込みをした者に対してあらかじめ当

該融資を受けるための条件として金銭の納

付を求め，その指定する預貯金口座に現金を

振り込ませる手口その他これに類する方法

による詐欺をいう。

(6) 還付金詐欺 国又は地方公共団体の職員

その他法令により公務に従事する職員を装

い，医療費，税金，年金に係る保険料等の還

付金その他の給付金があると欺き，その受領
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の手続をかたり現金自動預入払出兼用機を

操作させて預貯金口座間の送金により現金

を振り込ませる手口その他これに類する方

法による詐欺又は電子計算機使用詐欺をい

う。

(7) 金融商品詐欺 金融商品の取引等に係る

虚偽の情報を提供した上で現金をだまし取

る手口その他これに類する方法による詐欺

をいう。

(8) ギャンブル詐欺 ギャンブル等依存症対

策基本法(平成30年法律第74号)第2条のギャ

ンブル等，当せん金付証票法(昭和23年法律

第144号)第2条第2項の加算型当せん金付証

票その他の射幸行為に係る虚偽の情報を提

供した上で現金をだまし取る手口その他こ

れに類する方法による詐欺をいう。

(9) 交際あっせん詐欺 異性との交際のあっ

せんに係る虚偽の情報を提供した上で現金

をだまし取る手口その他これに類する方法

による詐欺をいう。

(10) キャッシュカード詐欺盗 警察官又は

銀行協会等の職員を装い電話をかけ，キャッ

シュカードが悪用されている等の虚偽の情

報を提供した上で当該キャッシュカード等

を準備させ，当該キャッシュカード等を窃取

する手口その他これに類する方法による窃

盗(刑法第235条の罪に当たる行為をいう。)
をいう。

(11) 略 (2) 略

(3) 事業者 市内において，特殊詐欺の手段

として利用され，又は利用されるおそれがあ

る商品等の流通及び役務の提供を業として

行う者をいう。

(12) 事業者 次に掲げる者であって，市内で

事業活動を行うものをいう。

ア 犯罪利用預金口座等に係る資金による

被害回復分配金の支払等に関する法律(平
成19年法律第133号)第2条第1項に規定す

る金融機関

イ 自己が所有し，又は管理する土地又は建

物に現金自動預入払出兼用機を設置させ

ている者

ウ 貨物自動車運送事業法(平成元年法律第

83号)第39条第1号に規定する貨物自動車

運送事業者(当該貨物自動車運送事業者の

ための貨物運送に係る契約の締結の媒介，

取次ぎ又は代理を業として行う者を含

む。) 
エ 携帯音声通信事業者による契約者等の

本人確認等及び携帯音声通信役務の不正

な利用の防止に関する法律(平成17年法律
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第31号)第2条第3項に規定する携帯音声通

信事業者，同法第6条第1項に規定する媒介

業者等及び同法第10条第1項に規定する貸

与業者 
オ 宅地建物取引業法(昭和27年法律第176
号)第2条第3号に規定する宅地建物取引業

者(宅地又は建物の売買，交換又は貸借の

代理又は媒介をする行為を業として行う

者に限る。) 

 

カ アからオまでに掲げる者のほか，特殊詐

欺の犯行の態様に鑑み，当該犯行の手段と

して利用され，又は利用されるおそれがあ

る商品等の流通及び役務の提供を業とし

て行う者 

 

(通報等) (通報等) 
第7条 市民等は，次の各号のいずれか(当該市民

等であって，市内に勤務先又は通学先があるも

のにあっては，第1号)に該当するときは，警察

官又は事業者への通報その他の適切な措置を

講じるよう努めるものとする。 

第7条 市民等は，次の各号のいずれか(当該市民

等であって，市内に勤務先又は通学先があるも

のにあっては，第1号)に該当するときは，警察

官又は事業者への通報その他の適切な措置を

講じるよう努めるものとする。 
(1) 略 (1) 略 
(2) 自己又は自己と同一の世帯に属する者が

特殊詐欺と疑われる不審な電話，郵便物等を

受けたとき。 

(2) 自己又は自己と同一の世帯に属する者が

不審な電話を受け，郵便物又は電子メールを

受け取る等の特殊詐欺の疑いのある行為を

されたとき。 
2 略 2 略 
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議 案 第 ７ 号

柏 市 児 童 福 祉 審 議 会 条 例 の 制 定 に つ い て

柏 市 児 童 福 祉 審 議 会 条 例 を 次 の と お り 制 定 す る 。

  令 和 ８ 年 ９ 月 ２ 日 提 出

柏 市 長   太 田 和 美

提 案 理 由

 児 童 福 祉 に 関 す る 事 項 の 調 査 審 議 等 を す る た め ， 柏 市 児 童 福 祉 審

議 会 を 設 置 し た い の で 提 案 す る 。
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柏 市 条 例 第   号

柏 市 児 童 福 祉 審 議 会 条 例

 （ 設 置 ）  

第 １ 条  地 方 自 治 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ６ ７ 号 ） 第 １ ３ ８ 条 の ４ 第

３ 項 の 規 定 に よ り ， 柏 市 児 童 福 祉 審 議 会 （ 以 下 「 審 議 会 」 と い

う 。 ） を 置 く 。  

２  審 議 会 は ， 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 １ ６ ４ 号 。 以 下 「 法 」

と い う 。 ） 第 ８ 条 第 ３ 項 に 規 定 す る 児 童 福 祉 に 関 す る 審 議 会 そ の

他 の 合 議 制 の 機 関 及 び 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 ， 保 育 等 の 総

合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 １ ８ 年 法 律 第 ７ ７ 号 。 以 下

「 認 定 こ ど も 園 法 」 と い う 。 ） 第 ２ ５ 条 に 規 定 す る 幼 保 連 携 型 認

定 こ ど も 園 に 関 す る 審 議 会 そ の 他 の 合 議 制 の 機 関 と す る 。

（ 所 掌 事 務 ）

第 ２ 条  審 議 会 の 所 掌 事 務 は ， 次 の と お り と す る 。

(1) 児 童 ， 妊 産 婦 及 び 知 的 障 害 者 の 福 祉 に 関 す る 事 項 を 調 査 審 議

す る こ と そ の 他 法 の 規 定 に よ り そ の 権 限 に 属 さ せ ら れ た 事 項 を

処 理 す る こ と 。

(2) 母 子 及 び 父 子 並 び に 寡 婦 福 祉 法 （ 昭 和 ３ ９ 年 法 律 第 １ ２ ９ 号 ）

第 ７ 条 の 規 定 に よ る 調 査 審 議 並 び に 答 申 及 び 意 見 具 申 を す る

こ と 。  

(3) 母 子 保 健 法 （ 昭 和 ４ ０ 年 法 律 第 １ ４ １ 号 ） 第 ７ 条 の 規 定 に よ

る 調 査 審 議 並 び に 答 申 及 び 意 見 具 申 を す る こ と 。

(4) 児 童 虐 待 の 防 止 等 に 関 す る 法 律 （ 平 成 １ ２ 年 法 律 第 ８ ２ 号 ）

の 規 定 に よ り そ の 権 限 に 属 さ せ ら れ た 事 項 を 処 理 す る こ と 。

(5) 認 定 こ ど も 園 法 の 規 定 に よ り そ の 権 限 に 属 さ せ ら れ た 事 項 を

処 理 す る こ と 。

(6) 市 長 の 諮 問 に 応 じ ， 成 育 過 程 に あ る 者 及 び そ の 保 護 者 並 び に

妊 産 婦 に 対 し 必 要 な 成 育 医 療 等 を 切 れ 目 な く 提 供 す る た め の 施

策 の 総 合 的 な 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 ３ ０ 年 法 律 第 １ ０ ４ 号 ）

第 ５ 条 に 規 定 す る 成 育 医 療 等 の 提 供 に 関 す る 施 策 に つ い て 調 査

審 議 す る こ と 。  
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(7) 前 各 号 に 掲 げ る も の の ほ か ， 市 長 の 諮 問 に 応 じ 児 童 福 祉 に 関

す る 重 要 な 事 項 に つ い て 調 査 審 議 す る こ と 。

（ 組 織 ）  

第 ３ 条 審 議 会 は ， 委 員 ３ ０ 人 以 内 を も っ て 組 織 す る 。

２ 市 長 は ， 審 議 会 に ， 特 別 の 事 項 を 調 査 審 議 さ せ る た め 必 要 が あ

る と き は ， 臨 時 委 員 を 置 く こ と が で き る 。

３ 委 員 及 び 臨 時 委 員 は ， 次 に 掲 げ る 者 の う ち か ら 市 長 が 委 嘱 す る 。

(1) 学 識 経 験 者

(2) 児 童 の 福 祉 に 関 す る 事 業 に 従 事 す る 者

(3) 前 ２ 号 に 掲 げ る 者 の ほ か ， 市 長 が 必 要 と 認 め る 者

（ 任 期 ）

第 ４ 条 委 員 の 任 期 は ， ２ 年 と す る 。 た だ し ， 補 欠 の 委 員 の 任 期 は ，

前 任 者 の 残 任 期 間 と す る 。

２ 委 員 は ， 再 任 さ れ る こ と が で き る 。

３ 臨 時 委 員 の 任 期 は ， ２ 年 以 内 と す る 。

４ 臨 時 委 員 の 委 嘱 に 係 る 特 別 の 事 項 に 関 す る 調 査 審 議 が 終 了 し た

と き は ， 当 該 臨 時 委 員 は ， 解 嘱 さ れ る も の と す る 。  

 （ 会 長 及 び 副 会 長 ）  

第 ５ 条  審 議 会 に ， 会 長 及 び 副 会 長 各 １ 人 を 置 き ， 委 員 の 互 選 に よ

り こ れ を 定 め る 。

２ 会 長 は ， 会 務 を 総 理 し ， 審 議 会 を 代 表 す る 。

３ 副 会 長 は ， 会 長 を 補 佐 し ， 会 長 に 事 故 が あ る と き は ， そ の 職 務

を 代 理 す る 。

 （ 会 議 ）  

第 ６ 条  審 議 会 の 会 議 （ 以 下 こ の 条 及 び 次 条 に お い て 「 会 議 」 と い

う 。 ） は ， 会 長 が 招 集 し ， そ の 議 長 と な る 。

２  現 に 在 任 す る 委 員 の 総 数 の ４ 分 の １ 以 上 の 者 か ら 会 議 に 付 議 す

べ き 事 項 を 示 し て 会 議 を 招 集 す べ き 旨 の 請 求 が あ っ た と き は ， 会

長 は ， 会 議 を 招 集 し な け れ ば な ら な い 。  

３  会 議 は ， 委 員 及 び 議 事 に 関 係 の あ る 臨 時 委 員 の 半 数 以 上 の 出 席

が な け れ ば ， 開 く こ と が で き な い 。

４  会 議 の 議 事 は ， 委 員 及 び 議 事 に 関 係 の あ る 臨 時 委 員 の う ち 出 席

し た 者 の 過 半 数 で 決 し ， 可 否 同 数 の と き は ， 議 長 の 決 す る と こ ろ
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に よ る 。  

５  前 ２ 項 の 規 定 に か か わ ら ず ， 感 染 症 の ま ん 延 の 防 止 の 必 要 そ の

他 の や む を 得 な い 事 情 が あ る と 会 長 が 認 め る と き は ， 委 員 及 び 議

事 に 関 係 の あ る 臨 時 委 員 に 議 事 に 係 る 意 見 を 求 め ， そ の 半 数 以 上

か ら 意 見 書 の 提 出 が あ っ た 場 合 に 限 り ， 会 長 の 決 定 を も っ て 会 議

の 議 決 に 代 え る こ と が で き る 。  

６  会 長 は ， 前 項 の 決 定 を し た と き は ， 遅 滞 な く ， 当 該 決 定 に つ い

て 委 員 及 び 議 事 に 関 係 の あ る 臨 時 委 員 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 意 見 の 聴 取 等 ）  

第 ７ 条  審 議 会 は ， 必 要 に 応 じ て 委 員 及 び 臨 時 委 員 以 外 の 関 係 者 に

対 し ， 会 議 へ の 出 席 を 求 め て そ の 意 見 若 し く は 説 明 を 聴 き ， 又 は

資 料 の 提 出 を 求 め る こ と が で き る 。  

 （ 部 会 ）  

第 ８ 条  審 議 会 は ， 第 ２ 条 各 号 に 掲 げ る 事 項 の う ち 特 定 の 事 項 を 分

掌 さ せ る た め ， 部 会 を 置 く こ と が で き る 。  

２  部 会 に 属 す る 委 員 及 び 臨 時 委 員 は ， 会 長 が 指 名 す る 。  

３  部 会 に 部 会 長 を 置 き ， 会 長 の 指 名 す る 委 員 を も っ て 充 て る 。  

４  部 会 長 に 事 故 が あ る と き は ， 部 会 長 が 部 会 に 属 す る 委 員 の う ち

か ら あ ら か じ め 指 名 す る 者 が ， そ の 職 務 を 代 理 す る 。  

５  審 議 会 は ， 部 会 の 議 決 を も っ て 審 議 会 の 議 決 と す る こ と が で き

る 。  

６  前 ２ 条 の 規 定 は ， 部 会 の 会 議 及 び 意 見 の 聴 取 等 に つ い て 準 用 す

る 。  

 （ 委 任 ）  

第 ９ 条  こ の 条 例 に 定 め る も の の ほ か 審 議 会 の 組 織 及 び 運 営 に 関 し

必 要 な 事 項 は ， 市 長 が 別 に 定 め る 。  

 

   附  則  

 （ 施 行 期 日 ）  

１  こ の 条 例 は ， 令 和 ９ 年 ２ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し ， 次 項 の

規 定 は ， 公 布 の 日 か ら 施 行 す る 。  

 （ 準 備 行 為 ）  

２  第 ３ 条 第 ３ 項 の 規 定 に よ る 委 員 の 委 嘱 に 関 し 必 要 な 行 為 は ， こ
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の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ） 前 に お い て も ， 同

項 の 規 定 の 例 に よ り 行 う こ と が で き る 。  

 （ 経 過 措 置 ）  

３  令 和 １ ０ 年 ４ 月 ３ ０ 日 ま で の 間 に 審 議 会 の 委 員 に 委 嘱 さ れ る 者

（ 附 則 第 ５ 項 の 規 定 に よ り 施 行 日 を も っ て 審 議 会 の 委 員 に 委 嘱 さ

れ た も の と み な さ れ る 者 を 除 く 。 ） の 任 期 は ， 第 ４ 条 第 １ 項 の 規

定 に か か わ ら ず ， 同 日 ま で と す る 。  

 （ 柏 市 健 康 福 祉 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 ）  

４  柏 市 健 康 福 祉 審 議 会 条 例 （ 平 成 １ ９ 年 柏 市 条 例 第 ４ ６ 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

  第 １ 条 第 ２ 項 中 「 第 １ ２ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 」 の 次 に 「 精 神 障

害 者 福 祉 に 関 す る 」 を ， 「 調 査 審 議 す る 」 の 次 に 「 社 会 福 祉 に 関

す る 」 を 加 え ， 「 及 び 就 学 前 の 子 ど も に 関 す る 教 育 ， 保 育 等 の 総

合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成 １ ８ 年 法 律 第 ７ ７ 号 。 以 下

「 認 定 こ ど も 園 法 」 と い う 。 ） 第 ２ ５ 条 に 規 定 す る 幼 保 連 携 型 認

定 こ ど も 園 に 関 す る 審 議 会 そ の 他 の 合 議 制 の 機 関 」 を 削 る 。  

  第 ２ 条 第 １ 号 中 「 ， 児 童 福 祉 」 を 削 り ， 同 条 第 ２ 号 を 削 り ， 同

条 第 ３ 号 を 同 条 第 ２ 号 と し ， 同 条 第 ４ 号 中 「 前 ３ 号 」 を 「 前 ２ 号 」

に 改 め ， 同 号 を 同 条 第 ３ 号 と し ， 同 条 第 ５ 号 を 同 条 第 ４ 号 と す る 。  

  第 ３ 条 第 １ 項 中 「 ５ ０ 人 」 を 「 ４ ５ 人 」 に 改 め る 。  

  第 ７ 条 第 ３ 号 を 削 り ， 同 条 第 ４ 号 を 同 条 第 ３ 号 と し ， 同 条 第 ５

号 か ら 第 ７ 号 ま で を １ 号 ず つ 繰 り 上 げ る 。  

  第 ９ 条 第 １ 項 第 ２ 号 を 削 り ， 同 項 第 ３ 号 を 同 項 第 ２ 号 と し ， 同

項 第 ４ 号 を 同 項 第 ３ 号 と し ， 同 項 第 ５ 号 中 「 第 ２ 条 第 ３ 号 」 を

「 第 ２ 条 第 ２ 号 」 に 改 め ， 同 号 を 同 項 第 ４ 号 と し ， 同 項 第 ６ 号 中

「 第 ７ 条 第 ７ 号 」 を 「 第 ７ 条 第 ６ 号 」 に 改 め ， 同 号 を 同 項 第 ５ 号

と す る 。  

  第 １ ２ 条 第 ３ 項 を 削 り ， 同 条 第 ４ 項 を 同 条 第 ３ 項 と す る 。  

 （ 柏 市 健 康 福 祉 審 議 会 条 例 の 一 部 改 正 に 伴 う 経 過 措 置 ）  

５  こ の 条 例 の 施 行 の 際 現 に 前 項 の 規 定 に よ る 改 正 前 の 柏 市 健 康 福

祉 審 議 会 条 例 （ 以 下 「 旧 条 例 」 と い う 。 ） 第 １ 条 第 １ 項 の 柏 市 健

康 福 祉 審 議 会 （ 以 下 「 健 康 福 祉 審 議 会 」 と い う 。 ） の 委 員 に 委 嘱

さ れ て い る 者 （ 旧 条 例 第 ９ 条 第 ２ 項 の 規 定 に よ り 児 童 健 康 福 祉 専
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門 分 科 会 の 委 員 に 指 名 さ れ た 者 に 限 る 。 ） は ， 施 行 日 を も っ て 審

議 会 の 委 員 に 委 嘱 さ れ た も の と み な す 。 こ の 場 合 に お い て ， そ の

委 嘱 さ れ た も の と み な さ れ る 者 の 任 期 は ， 第 ４ 条 第 １ 項 本 文 の 規

定 に か か わ ら ず ， 施 行 日 に お け る 健 康 福 祉 審 議 会 の 委 員 と し て の

任 期 の 残 任 期 間 と 同 一 の 期 間 と す る 。  

６  施 行 日 前 に 健 康 福 祉 審 議 会 に さ れ た 諮 問 （ 旧 条 例 第 ９ 条 第 １ 項

第 ２ 号 に 掲 げ る 児 童 健 康 福 祉 専 門 分 科 会 が 調 査 審 議 を 行 う 事 項 に

係 る も の に 限 る 。 ） で あ っ て ， こ の 条 例 の 施 行 の 際 当 該 諮 問 に 対

す る 答 申 が さ れ て い な い も の は 審 議 会 に さ れ た 諮 問 と み な し ， 当

該 諮 問 に つ い て 健 康 福 祉 審 議 会 が し た 調 査 審 議 の 手 続 は 審 議 会 が

し た 調 査 審 議 の 手 続 と み な す 。  

 （ 柏 市 特 定 児 童 福 祉 施 設 設 備 運 営 基 準 条 例 等 の 一 部 改 正 ）  

７  次 に 掲 げ る 条 例 の 規 定 中 「 柏 市 健 康 福 祉 審 議 会 条 例 （ 平 成 １ ９

年 柏 市 条 例 第 ４ ６ 号 ） 」 を 「 柏 市 児 童 福 祉 審 議 会 条 例 （ 令 和 ８ 年

柏 市 条 例 第   号 ） 」 に ， 「 柏 市 健 康 福 祉 審 議 会 の 」 を 「 柏 市 児

童 福 祉 審 議 会 の 」 に 改 め る 。  

 (1) 柏 市 特 定 児 童 福 祉 施 設 設 備 運 営 基 準 条 例 （ 平 成 ２ ４ 年 柏 市 条

例 第 ４ ０ 号 ） 第 ４ 条 第 １ 項  

 (2) 柏 市 放 課 後 児 童 健 全 育 成 事 業 設 備 運 営 基 準 条 例 （ 平 成 ２ ６ 年

柏 市 条 例 第 ２ ７ 号 ） 第 ４ 条 第 １ 項  

 (3) 柏 市 幼 保 連 携 型 認 定 こ ど も 園 設 備 運 営 基 準 条 例 （ 平 成 ２ ６ 年

柏 市 条 例 第 ２ ８ 号 ） 第 ４ 条 第 １ 項  

 (4) 柏 市 地 域 型 保 育 事 業 設 備 運 営 基 準 条 例 （ 平 成 ２ ６ 年 柏 市 条 例

第 ２ ９ 号 ） 第 ４ 条 第 １ 項  

 (5) 柏 市 乳 児 等 通 園 支 援 事 業 設 備 運 営 基 準 条 例 （ 令 和 ７ 年 柏 市 条

例 第 ３ ５ 号 ） 第 ４ 条 第 １ 項  
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議案第７号資料

柏市児童福祉審議会条例について

柏市健康福祉審議会条例（平成１９年柏市条例第４６号）新旧対照表（附則第４項関係）

改正前 改正後

(設置) (設置) 
第1条 略 第1条 略 
2 審議会は，社会福祉法(昭和26年法律第45号。

以下「法」という。)第7条第1項に規定する社

会福祉に関する事項(法第12条第1項に規定す

る事項を含む。)を調査審議する審議会その他

の合議制の機関及び就学前の子どもに関する

教育，保育等の総合的な提供の推進に関する法

律(平成18年法律第77号。以下「認定こども園

法」という。)第25条に規定する幼保連携型認

定こども園に関する審議会その他の合議制の

機関とする。

2 審議会は，社会福祉法(昭和26年法律第45号。

以下「法」という。)第7条第1項に規定する社

会福祉に関する事項(法第12条第1項に規定す

る精神障害者福祉に関する事項を含む。)を調

査審議する社会福祉に関する審議会その他の

合議制の機関とする。

(所掌事務) (所掌事務) 
第2条 審議会の所掌事務は，次のとおりとする。 第2条 審議会の所掌事務は，次のとおりとする。 

(1) 市長の諮問に応じ，児童福祉，精神障害

者福祉その他の社会福祉に関する事項を調

査審議すること。

(1) 市長の諮問に応じ，精神障害者福祉その

他の社会福祉に関する事項を調査審議する

こと。

(2) 市長の諮問に応じ，認定こども園法第25
条に規定する事項を調査審議すること。

(3) 略 (2) 略

(4) 前3号に掲げるもののほか，市長の諮問に

応じ，健康福祉に関する重要な事項を調査審

議すること。

(3) 前2号に掲げるもののほか，市長の諮問に

応じ，健康福祉に関する重要な事項を調査審

議すること。

(5) 略 (4) 略

(組織) (組織) 
第3条 審議会は，委員50人以内をもって組織す

る。

第3条 審議会は，委員45人以内をもって組織す

る。

2及び3 略 2及び3 略 
(専門分科会) (専門分科会) 

第7条 審議会に，次に掲げる専門分科会を置く。 第7条 審議会に，次に掲げる専門分科会を置く。 
(1)及び(2) 略 (1)及び(2) 略

(3) 児童健康福祉専門分科会

(4) 略 (3) 略

(5) 略 (4) 略

(6) 略 (5) 略

(7) 略 (6) 略

(民生委員審査専門分科会以外の専門分科会の

所掌事務等) 
(民生委員審査専門分科会以外の専門分科会の

所掌事務等) 
第9条 次の各号に掲げる専門分科会は，審議会

の所掌事務のうちそれぞれ当該各号に掲げる

事項を調査審議する。

第9条 次の各号に掲げる専門分科会は，審議会

の所掌事務のうちそれぞれ当該各号に掲げる

事項を調査審議する。

(1) 略 (1) 略

(2) 児童健康福祉専門分科会 児童及び母子
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の健康福祉に関する事項並びに第2条第2号
に規定する事項

(3) 略 (2) 略

(4) 略 (3) 略

(5) 健康増進専門分科会 第2条第3号に規定

する事項

(4) 健康増進専門分科会 第2条第2号に規定

する事項

(6) 第7条第7号の規則で定める専門分科会

前条第1項及び前各号に規定する事項のほ

か，規則で定める事項

(5) 第7条第6号の規則で定める専門分科会

前条第1項及び前各号に規定する事項のほ

か，規則で定める事項

2から4まで 略 2から4まで 略 
(社会福祉法等との関係) (社会福祉法等との関係) 

第12条 略 第12条 略 
2 略 2 略 
3 児童健康福祉専門分科会は，法第12条第2項
において読み替えて適用される法第11条第1項
に規定する児童福祉専門分科会とする。

4 略 3 略 

柏市特定児童福祉施設設備運営基準条例（平成２４年柏市条例第４０号）新旧対照表（附則第７項第

１号関係）

改正前 改正後

(最低基準の向上) (最低基準の向上) 
第4条 市長は，柏市健康福祉審議会条例(平成1

9年柏市条例第46号)第1条第1項の規定により

置かれた柏市健康福祉審議会の意見を聴き，特

定児童福祉施設に対し，最低基準を超えて，そ

の設備及び運営を向上させるように勧告する

ことができる。

第4条 市長は，柏市児童福祉審議会条例(令和8
年柏市条例第  号)第1条第1項の規定により置

かれた柏市児童福祉審議会の意見を聴き，特定

児童福祉施設に対し，最低基準を超えて，その

設備及び運営を向上させるように勧告するこ

とができる。

2 略 2 略 

柏市放課後児童健全育成事業設備運営基準条例（平成２６年柏市条例第２７号）新旧対照表（附則第

７項第２号関係）

改正前 改正後

(最低基準の向上) (最低基準の向上) 
第4条 市長は，柏市健康福祉審議会条例(平成1

9年柏市条例第46号)第1条第1項の規定により

置かれた柏市健康福祉審議会の意見を聴き，放

課後児童健全育成事業を行う者(以下「放課後

児童健全育成事業者」という。)に対し，最低

基準を超えて，その設備及び運営を向上させる

ように勧告することができる。

第4条 市長は，柏市児童福祉審議会条例(令和8
年柏市条例第  号)第1条第1項の規定により置

かれた柏市児童福祉審議会の意見を聴き，放課

後児童健全育成事業を行う者(以下「放課後児

童健全育成事業者」という。)に対し，最低基

準を超えて，その設備及び運営を向上させるよ

うに勧告することができる。

2 略 2 略 

柏市幼保連携型認定こども園設備運営基準条例（平成２６年柏市条例第２８号）新旧対照表（附則第

７項第３号関係）

改正前 改正後

(設備運営基準の向上) (設備運営基準の向上) 
第4条 市長は，柏市健康福祉審議会条例(平成1

9年柏市条例第46号)第1条第1項の規定により

置かれた柏市健康福祉審議会の意見を聴き，幼

第4条 市長は，柏市児童福祉審議会条例(令和8
年柏市条例第  号)第1条第1項の規定により置

かれた柏市児童福祉審議会の意見を聴き，幼保
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保連携型認定こども園に対し，設備運営基準を

超えて，その設備及び運営を向上させるように

勧告することができる。 

連携型認定こども園に対し，設備運営基準を超

えて，その設備及び運営を向上させるように勧

告することができる。 
2 略 2 略 

 
柏市地域型保育事業設備運営基準条例（平成２６年柏市条例第２９号）新旧対照表（附則第７項第４

号関係） 
改正前 改正後 

(設備運営基準の向上) (設備運営基準の向上) 
第4条 市長は，柏市健康福祉審議会条例(平成1

9年柏市条例第46号)第1条第1項の規定により

置かれた柏市健康福祉審議会の意見を聴き，地

域型保育事業を行う者(以下「地域型保育事業

者」という。)に対し，設備運営基準を超えて，

その設備及び運営を向上させるように勧告す

ることができる。 

第4条 市長は，柏市児童福祉審議会条例(令和8
年柏市条例第  号)第1条第1項の規定により置

かれた柏市児童福祉審議会の意見を聴き，地域

型保育事業を行う者(以下「地域型保育事業者」

という。)に対し，設備運営基準を超えて，そ

の設備及び運営を向上させるように勧告する

ことができる。 
2 略 2 略 

 
柏市乳児等通園支援事業設備運営基準条例（令和７年柏市条例第３５号）新旧対照表（附則第７項第

５号関係） 
改正前 改正後 

(設備運営基準の向上) (設備運営基準の向上) 
第4条 市長は，柏市健康福祉審議会条例(平成1

9年柏市条例第46号)第1条第1項の規定により

置かれた柏市健康福祉審議会の意見を聴き，乳

児等通園支援事業を行う者(以下「乳児等通園

支援事業者」という。)に対し，設備運営基準

を超えて，その設備及び運営を向上させるよう

に勧告することができる。 

第4条 市長は，柏市児童福祉審議会条例(令和8
年柏市条例第  号)第1条第1項の規定により置

かれた柏市児童福祉審議会の意見を聴き，乳児

等通園支援事業を行う者(以下「乳児等通園支

援事業者」という。)に対し，設備運営基準を

超えて，その設備及び運営を向上させるように

勧告することができる。 
2 略 2 略 
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議 案 第 ８ 号

柏 市 児 童 相 談 所 条 例 の 制 定 に つ い て

柏 市 児 童 相 談 所 条 例 を 次 の と お り 制 定 す る 。

  令 和 ８ 年 ９ 月 ２ 日 提 出

柏 市 長   太 田 和 美

提 案 理 由

 児 童 相 談 所 設 置 市 と し て の 指 定 に 伴 い ， 児 童 相 談 所 の 名 称 ， 位 置

及 び 管 轄 区 域 を 定 め た い の で 提 案 す る 。  
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柏 市 条 例 第   号  

 

   柏 市 児 童 相 談 所 条 例  

 

 （ 設 置 ）  

第 １ 条  児 童 福 祉 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 １ ６ ４ 号 ） 第 １ ２ 条 第 １ 項

の 規 定 に よ り ， 児 童 相 談 所 を 設 置 す る 。  

 （ 名 称 等 ）  

第 ２ 条  児 童 相 談 所 の 名 称 ， 位 置 及 び 管 轄 区 域 は ， 次 の と お り と す

る 。  

名 称  位 置  管 轄 区 域  

柏 市 児 童 相 談 所  柏 市 十 余 二 ３ １ ３ 番 ６ １ ０  本 市 の 区 域  

 

   附  則  

 こ の 条 例 は ， 令 和 ９ 年 ２ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  
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議 案 第 ９ 号

柏 市 こ ど も ・ 若 者 相 談 セ ン タ ー 条 例 の 制 定 に つ い て

柏 市 こ ど も ・ 若 者 相 談 セ ン タ ー 条 例 を 次 の と お り 制 定 す る 。

  令 和 ８ 年 ９ 月 ２ 日 提 出

柏 市 長   太 田 和 美

提 案 理 由

 こ ど も 及 び 若 者 の 健 や か な 育 ち 並 び に 家 庭 及 び 地 域 に お け る 子 育

て を 総 合 的 に 支 援 す る た め ， 柏 市 こ ど も ・ 若 者 相 談 セ ン タ ー を 設 置

し た い の で 提 案 す る 。  
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柏 市 条 例 第   号  

 

   柏 市 こ ど も ・ 若 者 相 談 セ ン タ ー 条 例  

 

（ 設 置 ）  

第 １ 条  こ ど も 及 び 若 者 の 健 や か な 育 ち 並 び に 家 庭 及 び 地 域 に お け

る 子 育 て を 総 合 的 に 支 援 す る た め ， 柏 市 こ ど も ・ 若 者 相 談 セ ン タ

ー （ 以 下 「 セ ン タ ー 」 と い う 。 ） を 設 置 す る 。  

 （ 位 置 ）  

第 ２ 条  セ ン タ ー の 位 置 は ， 柏 市 十 余 二 ３ １ ３ 番 ６ １ ０ と す る 。  

 （ セ ン タ ー に 置 く 施 設 等 ）  

第 ３ 条  セ ン タ ー に ， 柏 市 児 童 相 談 所 条 例 （ 令 和 ８ 年 柏 市 条 例 第  

  号 ） 第 ２ 条 に 規 定 す る 柏 市 児 童 相 談 所 の ほ か ， は ぐ は ぐ ひ ろ ば

若 柴 ， 青 少 年 の 居 場 所 そ の 他 の 施 設 を 置 く 。  

 （ は ぐ は ぐ ひ ろ ば 若 柴 ）  

第 ４ 条  は ぐ は ぐ ひ ろ ば 若 柴 は ， 親 子 を 中 心 と し た 多 様 な 交 流 を 創

出 し ， 子 育 て に 関 す る 情 報 の 提 供 及 び 発 信 を し ， 並 び に 親 子 で 遊

び ， 及 び 学 ぶ 場 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 施 設 と す る 。  

 （ は ぐ は ぐ ひ ろ ば 若 柴 の 使 用 者 の 範 囲 ）  

第 ５ 条  は ぐ は ぐ ひ ろ ば 若 柴 を 使 用 す る こ と が で き る 者 は ， 次 に 掲

げ る 者 と す る 。  

 (1) 乳 児 及 び 幼 児 （ 以 下 「 乳 幼 児 」 と い う 。 ） 並 び に 乳 幼 児 の 保

護 者  

 (2) 妊 婦 及 び 妊 婦 の 介 助 者  

 (3) 前 ２ 号 に 掲 げ る 者 の ほ か ， 市 長 が 特 に 必 要 が あ る と 認 め る 者  

 （ は ぐ は ぐ ひ ろ ば 若 柴 で 実 施 す る 事 業 ）  

第 ６ 条  市 長 は ， は ぐ は ぐ ひ ろ ば 若 柴 に お い て ， 地 域 子 育 て 支 援 拠

点 事 業 （ 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 １ ６ ４ 号 ） 第 ６ 条 の ３ 第

６ 項 に 規 定 す る 地 域 子 育 て 支 援 拠 点 事 業 を い う 。 ） 及 び 利 用 者 支

援 事 業 （ 子 ど も ・ 子 育 て 支 援 法 （ 平 成 ２ ４ 年 法 律 第 ６ ５ 号 ） 第 ５

９ 条 第 １ 号 に 規 定 す る 事 業 を い う 。 ） を 実 施 す る 。  

第 ７ 条  前 条 に 規 定 す る 事 業 は ， 次 に 掲 げ る 者 を 対 象 に 実 施 す る 。  

 (1) 乳 幼 児 の 保 護 者 又 は 妊 婦 で あ っ て ， 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ
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り 市 長 の 登 録 を 受 け た も の

(2) 前 号 の 登 録 を 受 け た 乳 幼 児 の 保 護 者 が 監 護 す る 乳 幼 児

(3) 第 １ 号 の 登 録 を 受 け た 妊 婦 の 介 助 者

(4) 前 ３ 号 に 掲 げ る 者 の ほ か ， 規 則 で 定 め る 者

２  市 長 は ， 前 項 第 １ 号 の 登 録 を 受 け た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に

該 当 す る と き は ， 当 該 登 録 を 取 り 消 す こ と が で き る 。  

(1) 偽 り そ の 他 不 正 の 手 段 に よ り 当 該 登 録 を 受 け た と き 。

(2) こ の 条 例 又 は こ の 条 例 に 基 づ く 規 則 に 違 反 し た と き 。

 （ 青 少 年 の 居 場 所 ）  

第 ８ 条  青 少 年 の 居 場 所 は ， 青 少 年 に 自 主 的 な 活 動 の 場 及 び 交 流 の

場 を 提 供 し ， も っ て 青 少 年 の 健 全 な 育 成 を 図 る こ と を 目 的 と す る

施 設 と す る 。  

（ 多 目 的 室 の 使 用 の 許 可 等 ）  

第 ９ 条  セ ン タ ー の 施 設 の う ち ， 多 目 的 室 を 使 用 し よ う と す る も の

は ， あ ら か じ め 市 長 の 許 可 を 受 け な け れ ば な ら な い 。  

２  前 項 の 許 可 （ 以 下 「 使 用 許 可 」 と い う 。 ） を 受 け よ う と す る も

の は ， 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り ， 市 長 に 申 請 を し な け れ ば な ら

な い 。 こ の 場 合 に お い て ， 使 用 許 可 を 受 け よ う と す る も の （ 規 則

で 定 め る 団 体 に 限 る 。 ） が あ ら か じ め 市 長 の 登 録 （ 以 下 「 団 体 登

録 」 と い う 。 ） を 受 け て い る と き は ， 他 に 優 先 し て 当 該 申 請 を す

る こ と が で き る 。  

３  市 長 は ， 多 目 的 室 を 使 用 し よ う と す る も の が 次 の 各 号 の い ず れ

か に 該 当 す る と き 又 は セ ン タ ー の 管 理 運 営 上 支 障 が あ る と 認 め る

と き は ， 使 用 許 可 を し な い こ と が で き る 。  

(1) 営 利 を 目 的 と し て 使 用 す る と 認 め る と き 。

(2) 公 の 秩 序 又 は 善 良 の 風 俗 を 乱 す お そ れ が あ る と 認 め る と き 。

 （ 多 目 的 室 の 使 用 中 止 の 届 出 ）  

第 １ ０ 条  使 用 許 可 を 受 け た も の （ 以 下 「 使 用 者 」 と い う 。 ） は ，

多 目 的 室 の 使 用 を 中 止 し よ う と す る と き は ， 規 則 で 定 め る と こ ろ

に よ り ， 速 や か に ， そ の 旨 を 市 長 に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  

（ 多 目 的 室 の 使 用 許 可 の 取 消 し 等 ）  

第 １ １ 条  市 長 は ， 前 条 の 規 定 に よ る 届 出 が あ っ た と き は ， 使 用 許

可 を 取 り 消 す も の と す る 。
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２  市 長 は ， 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は ， 使 用 許 可 を 取

り 消 し ， 又 は 多 目 的 室 の 使 用 を 制 限 す る こ と が で き る 。  

 (1) 使 用 者 が 偽 り そ の 他 不 正 の 手 段 に よ り 使 用 許 可 を 受 け た と き 。  

 (2) 使 用 者 が こ の 条 例 又 は こ の 条 例 に 基 づ く 規 則 に 違 反 し た と き 。  

 (3) 災 害 そ の 他 の 事 故 に よ り 多 目 的 室 を 使 用 す る こ と が で き な く

な っ た と き 又 は 本 市 が 多 目 的 室 を 使 用 す る 必 要 が 生 じ た と き 。  

 (4) 前 ３ 号 に 掲 げ る も の の ほ か ， 市 長 が 特 に 必 要 が あ る と 認 め る

と き 。  

 （ 多 目 的 室 の 団 体 登 録 の 取 消 し 等 ）  

第 １ ２ 条  市 長 は ， 団 体 登 録 を 受 け た 団 体 が 次 の 各 号 の い ず れ か に

該 当 す る と き 又 は 市 長 が 特 に 必 要 が あ る と 認 め る と き は ， 当 該 団

体 登 録 を 取 り 消 し ， 又 は 当 該 団 体 登 録 の 効 力 を 停 止 す る こ と が で

き る 。  

 (1) 偽 り そ の 他 不 正 の 手 段 に よ り 団 体 登 録 を 受 け た と き 。  

 (2) こ の 条 例 又 は こ の 条 例 に 基 づ く 規 則 に 違 反 し た と き 。  

 （ 多 目 的 室 の 使 用 料 ）  

第 １ ３ 条  使 用 者 は ， 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 別 表 に 定 め る 額 の

使 用 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 多 目 的 室 の 使 用 料 の 減 免 ）  

第 １ ４ 条  市 長 は ， 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 前 条 の 使 用 料 の 減 額

又 は 免 除 を す る こ と が で き る 。  

 （ 多 目 的 室 の 使 用 料 の 返 還 ）  

第 １ ５ 条  既 に 納 付 し た 第 １ ３ 条 の 使 用 料 は ， 返 還 し な い 。 た だ し ，

市 長 は ， 必 要 が あ る と 認 め る と き は ， 当 該 使 用 料 の 全 部 又 は 一 部

の 返 還 を す る こ と が で き る 。  

 （ 入 場 の 禁 止 等 ）  

第 １ ６ 条  市 長 は ， 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 の セ ン タ ー へ

の 入 場 を 禁 止 し ， 又 は セ ン タ ー か ら の 退 場 を 命 じ る こ と が で き る 。  

 (1) 公 の 秩 序 を 乱 し ， 又 は 保 安 上 危 険 を 及 ぼ す お そ れ の あ る 者  

 (2) 他 人 に 危 害 を 及 ぼ し ， 又 は 迷 惑 と な る 物 品 又 は 動 物 を 携 行 す

る 者  

 (3) こ の 条 例 又 は こ の 条 例 に 基 づ く 規 則 に 違 反 し た 者 又 は そ の お

そ れ の あ る 者  
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(4) 管 理 上 必 要 な 指 示 に 従 わ な い 者

(5) 前 各 号 に 掲 げ る 者 の ほ か ， セ ン タ ー の 管 理 運 営 に 支 障 を 及 ぼ

す お そ れ が あ る と 認 め ら れ る 者

 （ 損 害 賠 償 ）  

第 １ ７ 条  セ ン タ ー の 施 設 ， 設 備 等 に 損 害 を 与 え た 者 は ， 市 長 が 相

当 と 認 め る 損 害 額 を 賠 償 し な け れ ば な ら な い 。 た だ し ， 市 長 は ，

や む を 得 な い 理 由 が あ る と 認 め る と き は ， そ の 額 を 減 額 し ， 又 は

免 除 す る こ と が で き る 。  

（ 委 任 ）  

第 １ ８ 条 こ の 条 例 の 施 行 に 関 し 必 要 な 事 項 は ， 市 長 が 別 に 定 め る 。

附  則  

（ 施 行 期 日 ）

１  こ の 条 例 は ， 令 和 ９ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し ， 次 の 各

号 に 掲 げ る 規 定 は ， 当 該 各 号 に 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。  

(1) 次 項 の 規 定  公 布 の 日 か ら 起 算 し て ４ 月 を 超 え な い 範 囲 内 に

お い て 規 則 で 定 め る 日

(2) 附 則 第 ３ 項 の 規 定  公 布 の 日 か ら 起 算 し て ６ 月 を 超 え な い 範

囲 内 に お い て 規 則 で 定 め る 日

（ 準 備 行 為 ）  

２  使 用 許 可 ， 団 体 登 録 ， 第 １ ０ 条 の 規 定 に よ る 届 出 ， 第 １ １ 条 の

規 定 に よ る 使 用 許 可 の 取 消 し ， 第 １ ２ 条 の 規 定 に よ る 団 体 登 録 の

取 消 し 等 ， 第 １ ３ 条 の 規 定 に よ る 使 用 料 の 徴 収 及 び 第 １ ４ 条 の 規

定 に よ る 使 用 料 の 減 額 又 は 免 除 並 び に こ れ ら に 関 し 必 要 な 手 続 そ

の 他 の 行 為 は ， こ の 条 例 の 施 行 の 日 （ 以 下 「 施 行 日 」 と い う 。 ）

前 に お い て も ， 第 ９ 条 か ら 第 １ ４ 条 ま で の 規 定 の 例 に よ り 行 う こ

と が で き る 。  

３  第 ７ 条 第 １ 項 第 １ 号 の 登 録 及 び こ れ に 関 し 必 要 な 手 続 そ の 他 の

行 為 は ， 施 行 日 前 に お い て も ， 同 号 の 規 定 の 例 に よ り 行 う こ と が

で き る 。  

別 表 （ 第 １ ３ 条 ）
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施 設 単 位 （ 時 間 ） 使 用 料 の 額 （ 円 ）

多 目

的 室

多 目 的 室 Ａ ３ １ ， ３ ５ ０

多 目 的 室 Ｂ ３ ９ ８ ０

多 目 的 室 Ａ ・ Ｂ ３ ２ ， ３ ３ ０

備 考

  １  市 内 に 住 所 を 有 す る 個 人 （ 以 下 「 市 民 」 と い う 。 ） 以 外

の 個 人 又 は 次 に 掲 げ る 団 体 （ 営 利 を 目 的 と す る 団 体 （ 以 下

「 営 利 団 体 」 と い う 。 ） を 除 く 。 ） が 使 用 す る 場 合 の 使 用

料 の 額 は ， こ の 表 に 定 め る 額 の ２ 倍 に 相 当 す る 額 と す る 。

(1) 法 人 で あ っ て ， 本 市 の 区 域 内 に 主 た る 事 務 所 を 有 し な

い も の

(2) 法 人 以 外 の 団 体 （ 市 長 が 別 に 定 め る 団 体 に 限 る 。 ） で

あ っ て ， そ の 構 成 員 の 過 半 数 が 市 民 以 外 の 個 人 で あ る も

の  

(3) 法 人 以 外 の 団 体 （ 前 号 に 掲 げ る 団 体 を 除 く 。 ） で あ っ

て ， そ の 代 表 者 の 住 所 が 本 市 の 区 域 内 に な い も の

  ２ 営 利 団 体 が 使 用 す る 場 合 （ 次 項 に 該 当 す る 場 合 を 除 く 。 ）

の 使 用 料 の 額 は ， こ の 表 に 定 め る 額 の ３ 倍 に 相 当 す る 額 と

す る 。

  ３ 営 利 団 体 で あ っ て ， 本 市 の 区 域 内 に 主 た る 事 務 所 （ 主 た

る 事 務 所 を 有 し な い 営 利 団 体 に あ っ て は ， 当 該 営 利 団 体 の

代 表 者 の 住 所 ） を 有 し な い も の が 使 用 す る 場 合 の 使 用 料 の

額 は ， こ の 表 に 定 め る 額 の ４ 倍 に 相 当 す る 額 と す る 。  
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議 案 第 １ ０ 号

柏 市 地 域 子 育 て 支 援 施 設 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制

定 に つ い て  

 柏 市 地 域 子 育 て 支 援 施 設 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 次 の と お り

制 定 す る 。  

  令 和 ８ 年 ９ 月 ２ 日 提 出

柏 市 長   太 田 和 美

提 案 理 由

 柏 市 地 域 子 育 て 支 援 施 設 の 利 用 に 係 る 手 続 等 を 改 め る と と も に ，

柏 市 地 域 子 育 て 支 援 施 設 に お い て 一 時 預 か り 事 業 を 行 う こ と と し た

い の で 提 案 す る 。  

47



柏 市 条 例 第   号

柏 市 地 域 子 育 て 支 援 施 設 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例

 柏 市 地 域 子 育 て 支 援 施 設 条 例 （ 令 和 ５ 年 柏 市 条 例 第 ２ ４ 号 ） の 一

部 を 次 の よ う に 改 正 す る 。  

 第 １ 条 中 「 提 供 す る 」 の 次 に 「 と と も に ， 子 育 て に 係 る 保 護 者 の

負 担 を 軽 減 す る た め の 乳 児 及 び 幼 児 （ 以 下 「 乳 幼 児 」 と い う 。 ） の

一 時 預 か り を 行 う 」 を 加 え る 。  

第 ２ 条 の 表 中

「 「

柏 市 地 域 子 育 て 支 援 施 設 を は ぐ は ぐ ひ ろ ば 柏 た な か に

」 」

改 め る 。

第 ４ 条 か ら 第 ６ 条 ま で を 次 の よ う に 改 め る 。

（ 実 施 す る 事 業 ）

第 ４ 条 市 長 は ， 地 域 子 育 て 支 援 施 設 に お い て ， 次 に 掲 げ る 事 業 を

実 施 す る 。

(1) 地 域 子 育 て 支 援 拠 点 事 業 （ 児 童 福 祉 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 １

６ ４ 号 。 以 下 「 法 」 と い う 。 ） 第 ６ 条 の ３ 第 ６ 項 に 規 定 す る 地

域 子 育 て 支 援 拠 点 事 業 を い う 。 ） 及 び 利 用 者 支 援 事 業 （ 子 ど

も ・ 子 育 て 支 援 法 （ 平 成 ２ ４ 年 法 律 第 ６ ５ 号 ） 第 ５ ９ 条 第 １ 号

に 規 定 す る 事 業 を い う 。 ）  

(2) 一 時 預 か り 事 業 （ 法 第 ６ 条 の ３ 第 ７ 項 に 規 定 す る 一 時 預 か り

事 業 を い う 。 ）  

（ 地 域 子 育 て 支 援 拠 点 事 業 及 び 利 用 者 支 援 事 業 ）

第 ５ 条 前 条 第 １ 号 に 掲 げ る 事 業 は ， 次 に 掲 げ る 者 を 対 象 に 実 施 す

る 。

(1) 乳 幼 児 の 保 護 者 又 は 妊 婦 で あ っ て ， 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ

り 市 長 の 登 録 を 受 け た も の

(2) 前 号 の 登 録 を 受 け た 乳 幼 児 の 保 護 者 が 監 護 す る 乳 幼 児

(3) 第 １ 号 の 登 録 を 受 け た 妊 婦 の 介 助 者
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(4) 前 ３ 号 に 掲 げ る 者 の ほ か ， 規 則 で 定 め る 者

２  市 長 は ， 前 項 第 １ 号 の 登 録 を 受 け た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に

該 当 す る と き は ， 当 該 登 録 を 取 り 消 す こ と が で き る 。  

(1) 偽 り そ の 他 不 正 の 手 段 に よ り 当 該 登 録 を 受 け た と き 。

(2) こ の 条 例 又 は こ の 条 例 に 基 づ く 規 則 に 違 反 し た と き 。

（ 一 時 預 か り 事 業 の 登 録 ）  

第 ６ 条  第 ４ 条 第 ２ 号 に 掲 げ る 事 業 は ， 次 に 掲 げ る 要 件 （ 市 長 が 特

に 認 め る 場 合 に あ っ て は ， 第 １ 号 又 は 第 ３ 号 に 掲 げ る 要 件 を 除 く 。

第 ４ 項 第 １ 号 に お い て 「 登 録 要 件 」 と い う 。 ） を 満 た す 乳 幼 児 の

保 護 者 で あ っ て ， あ ら か じ め 市 長 の 登 録 を 受 け た も の を 対 象 に 実

施 す る 。  

(1) 市 内 に 住 所 を 有 し て い る こ と 。

(2) 生 後 ６ か 月 か ら 小 学 校 就 学 の 始 期 に 達 す る ま で の 者 で あ る こ

と 。

(3) 学 校 教 育 法 （ 昭 和 ２ ２ 年 法 律 第 ２ ６ 号 ） 第 １ 条 に 規 定 す る 幼

稚 園 ， 法 第 ３ ９ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 保 育 所 ， 就 学 前 の 子 ど も に

関 す る 教 育 ， 保 育 等 の 総 合 的 な 提 供 の 推 進 に 関 す る 法 律 （ 平 成

１ ８ 年 法 律 第 ７ ７ 号 ） 第 ２ 条 第 ６ 項 に 規 定 す る 認 定 こ ど も 園 そ

の 他 規 則 で 定 め る 施 設 等 に 入 所 等 を し て い な い こ と 。

２ 前 項 の 登 録 （ 以 下 「 一 時 預 か り 登 録 」 と い う 。 ） を 受 け よ う と

す る 者 は ， 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 市 長 に 申 請 を し な け れ ば な

ら な い 。  

３  市 長 は ， 前 項 の 申 請 を し た 者 が 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る

と き は ， 一 時 預 か り 登 録 を し な い も の と す る 。  

(1) 当 該 申 請 に お い て 一 時 預 か り の 対 象 と し た 乳 幼 児 （ 次 項 第 １

号 に お い て 「 対 象 乳 幼 児 」 と い う 。 ） に 対 し ， 安 全 な 保 育 を 実

施 す る こ と が で き な い と 認 め る と き 。  

(2) 前 号 に 掲 げ る も の の ほ か ， 第 ４ 条 第 ２ 号 に 掲 げ る 事 業 の 運 営

に 支 障 を 及 ぼ す お そ れ が あ る と 認 め る と き 。

４  市 長 は ， 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る と き は ， 一 時 預 か り 登

録 を 取 り 消 す こ と が で き る 。  

(1) 一 時 預 か り 登 録 に 係 る 対 象 乳 幼 児 が 登 録 要 件 を 欠 く に 至 っ た

と き 。
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(2) 一 時 預 か り 登 録 を 受 け た 者 が 偽 り そ の 他 不 正 の 手 段 に よ り 当

該 一 時 預 か り 登 録 を 受 け た と き 。

(3) 一 時 預 か り 登 録 を 受 け た 者 が こ の 条 例 又 は こ の 条 例 に 基 づ く

規 則 に 違 反 し た と き 。

 第 ８ 条 を 第 １ ０ 条 と し ， 第 ７ 条 を 第 ９ 条 と し ， 第 ６ 条 の 次 に 次 の

２ 条 を 加 え る 。  

（ 一 時 預 か り 事 業 の 利 用 ）  

第 ７ 条  一 時 預 か り 登 録 を 受 け た 者 は ， 第 ４ 条 第 ２ 号 に 掲 げ る 事 業

を 利 用 し よ う と す る と き は ， 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 市 長 に 申

込 み を 行 い ， そ の 承 諾 を 得 な け れ ば な ら な い 。  

２  前 項 の 申 込 み を し た 者 は ， 第 ４ 条 第 ２ 号 に 掲 げ る 事 業 を 利 用 す

る 際 に ， 当 該 利 用 す る 日 の 分 の 使 用 料 を 納 付 し な け れ ば な ら な い 。

た だ し ， 市 長 が 特 に 認 め る と き は ， こ の 限 り で な い 。  

３  前 項 の 使 用 料 の 額 は ， 第 １ 項 の 申 込 み に 係 る 時 間 １ 時 間 当 た り

５ ０ ０ 円 と す る 。 こ の 場 合 に お い て ， 当 該 申 込 み に 係 る 時 間 に １

時 間 未 満 の 端 数 が あ る と き は ， こ れ を １ 時 間 に 切 り 上 げ て 算 出 す

る も の と す る 。  

４  市 長 は ， 規 則 で 定 め る と こ ろ に よ り 第 ２ 項 の 使 用 料 の 減 額 又 は

免 除 を す る こ と が で き る 。  

５  既 に 納 付 し た 第 ２ 項 の 使 用 料 は ， 返 還 し な い 。 た だ し ， 市 長 は ，

必 要 が あ る と 認 め る と き は ， 当 該 使 用 料 の 全 部 又 は 一 部 の 返 還 を

す る こ と が で き る 。  

（ 入 館 の 禁 止 等 ）  

第 ８ 条  市 長 は ， 次 の 各 号 の い ず れ か に 該 当 す る 者 の 地 域 子 育 て 支

援 施 設 へ の 入 館 を 禁 止 し ， 又 は 地 域 子 育 て 支 援 施 設 か ら の 退 館 を

命 じ る こ と が で き る 。  

(1) 公 の 秩 序 を 乱 し ， 又 は 保 安 上 危 険 を 及 ぼ す お そ れ の あ る 者

(2) 他 人 に 危 害 を 及 ぼ し ， 又 は 迷 惑 と な る 物 品 又 は 動 物 を 携 行 す

る 者

(3) こ の 条 例 又 は こ の 条 例 に 基 づ く 規 則 に 違 反 し た 者 又 は そ の お

そ れ の あ る 者

(4) 管 理 上 必 要 な 指 示 に 従 わ な い 者

(5) 前 各 号 に 掲 げ る 者 の ほ か ， 地 域 子 育 て 支 援 施 設 の 管 理 運 営 に
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支 障 を 及 ぼ す お そ れ が あ る と 認 め ら れ る 者

附  則  

（ 施 行 期 日 ）

１  こ の 条 例 は ， 公 布 の 日 か ら 起 算 し て ７ 月 を 超 え な い 範 囲 内 に お

い て 規 則 で 定 め る 日 か ら 施 行 す る 。 た だ し ， 次 項 の 規 定 は ， 公 布

の 日 か ら 起 算 し て ６ 月 を 超 え な い 範 囲 内 に お い て 規 則 で 定 め る 日

か ら 施 行 す る 。  

（ 準 備 行 為 ）  

２  改 正 後 の 第 ５ 条 第 １ 項 第 １ 号 の 登 録 及 び こ れ に 関 し 必 要 な 手 続

そ の 他 の 行 為 並 び に 改 正 後 の 第 ６ 条 第 ２ 項 の 申 請 は ， こ の 条 例 の

施 行 の 日 前 に お い て も ， 同 号 及 び 同 項 の 規 定 の 例 に よ り 行 う こ と

が で き る 。  
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議案第１０号資料

柏市地域子育て支援施設条例の一部を改正する条例につい

て

柏市地域子育て支援施設条例（令和５年柏市条例第２４号）新旧対照表

改正前 改正後

(設置) (設置) 
第1条 親子を中心とした多様な交流を創出し，

子育てに関する情報の提供及び発信をし，並び

に親子で遊び，及び学ぶ場を提供することによ

り，乳幼児の健やかな育ちを総合的に支援し，

もって子育て環境の向上及び福祉の増進に寄

与するため，地域子育て支援施設を設置する。 

第1条 親子を中心とした多様な交流を創出し，

子育てに関する情報の提供及び発信をし，並び

に親子で遊び，及び学ぶ場を提供するととも

に，子育てに係る保護者の負担を軽減するため

の乳児及び幼児(以下「乳幼児」という。)の一

時預かりを行うことにより，乳幼児の健やかな

育ちを総合的に支援し，もって子育て環境の向

上及び福祉の増進に寄与するため，地域子育て

支援施設を設置する。

(名称及び位置) (名称及び位置) 
第2条 地域子育て支援施設の名称及び位置は，

次のとおりとする。

第2条 地域子育て支援施設の名称及び位置は，

次のとおりとする。

名称 位置

柏市地域子育て支援施設 略

名称 位置

はぐはぐひろば柏たなか 略

(使用の許可等) (実施する事業) 
第4条 地域子育て支援施設を使用しようとする

者は，あらかじめ市長の許可(以下「許可」と

いう。)を受けなければならない。 

第4条 市長は，地域子育て支援施設において，

次に掲げる事業を実施する。

(1) 地域子育て支援拠点事業(児童福祉法(昭
和22年法律第164号。以下「法」という。)
第6条の3第6項に規定する地域子育て支援

拠点事業をいう。)及び利用者支援事業(子ど

も・子育て支援法(平成24年法律第65号)第5
9条第1号に規定する事業をいう。) 

(2) 一時預かり事業(法第6条の3第7項に規定

する一時預かり事業をいう。) 
2 許可を受けようとする者は，規則で定めると

ころにより，市長に申請をしなければならな

い。

3 市長は，許可に際し，地域子育て支援施設の

管理運営上必要な条件を付することができる。 
4 市長は，第2項の申請をした者が次の各号のい

ずれかに該当するとき又は地域子育て支援施

設の管理運営上支障があると認めるときは，許

可をしないことができる。

(1) 前条各号のいずれにも該当しないとき。

(2) 公の秩序又は善良の風俗を乱すおそれが

あると認めるとき。

(3) 地域子育て支援施設を損傷し，又は滅失

するおそれがあると認めるとき。

(4) 営利を目的として使用すると認めると

き。
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(5) この条例又はこの条例に基づく規則に違

反したとき。

(許可の取消し等) (地域子育て支援拠点事業及び利用者支援事業) 
第5条 市長は，次の各号のいずれかに該当する

場合は，許可を取り消し，又は使用を制限し，

若しくは使用の停止を命じることができる。

第5条 前条第1号に掲げる事業は，次に掲げる者

を対象に実施する。

(1) 許可を受けた者(以下「使用者」という。)
が偽りその他不正の手段により許可を受け

たとき。

(1) 乳幼児の保護者又は妊婦であって，規則

で定めるところにより市長の登録を受けた

もの

(2) 使用者が使用の目的又は条件に違反して

使用したとき。

(2) 前号の登録を受けた乳幼児の保護者が監

護する乳幼児

(3) 使用者がこの条例又はこの条例に基づく

規則に違反したとき。

(3) 第1号の登録を受けた妊婦の介助者

(4) 災害その他の事故により使用者が地域子

育て支援施設の使用ができなくなったとき

又は本市が地域子育て支援施設を使用する

必要が生じたとき。

(4) 前3号に掲げる者のほか，規則で定める者

(5) 前各号に掲げるもののほか，市長が特に

必要と認めるとき。

2 市長は，前項第1号の登録を受けた者が次の各

号のいずれかに該当するときは，当該登録を取

り消すことができる。

(1) 偽りその他不正の手段により当該登録を

受けたとき。

(2) この条例又はこの条例に基づく規則に違

反したとき。

(使用料) (一時預かり事業の登録) 
第6条 地域子育て支援施設の使用料は，徴収し

ない。

第6条 第4条第2号に掲げる事業は，次に掲げる

要件(市長が特に認める場合にあっては，第1号
又は第3号に掲げる要件を除く。第4項第1号に

おいて「登録要件」という。)を満たす乳幼児

の保護者であって，あらかじめ市長の登録を受

けたものを対象に実施する。

(1) 市内に住所を有していること。

(2) 生後6か月から小学校就学の始期に達す

るまでの者であること。

(3) 学校教育法(昭和22年法律第26号)第1条
に規定する幼稚園，法第39条第1項に規定す

る保育所，就学前の子どもに関する教育，保

育等の総合的な提供の推進に関する法律(平
成18年法律第77号)第2条第6項に規定する

認定こども園その他規則で定める施設等に

入所等をしていないこと。

2 前項の登録(以下「一時預かり登録」という。)
を受けようとする者は，規則で定めるところに

より市長に申請をしなければならない。

3 市長は，前項の申請をした者が次の各号のい

ずれかに該当するときは，一時預かり登録をし

ないものとする。

(1) 当該申請において一時預かりの対象とし
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た乳幼児(次項第1号において「対象乳幼児」

という。)に対し，安全な保育を実施するこ

とができないと認めるとき。 
 (2) 前号に掲げるもののほか，第4条第2号に

掲げる事業の運営に支障を及ぼすおそれが

あると認めるとき。 
 4 市長は，次の各号のいずれかに該当するとき

は，一時預かり登録を取り消すことができる。 
 (1) 一時預かり登録に係る対象乳幼児が登録

要件を欠くに至ったとき。 
 (2) 一時預かり登録を受けた者が偽りその他

不正の手段により当該一時預かり登録を受

けたとき。 
 (3) 一時預かり登録を受けた者がこの条例又

はこの条例に基づく規則に違反したとき。 
 (一時預かり事業の利用) 
 第7条 一時預かり登録を受けた者は，第4条第2

号に掲げる事業を利用しようとするときは，規

則で定めるところにより市長に申込みを行い，

その承諾を得なければならない。 
 2 前項の申込みをした者は，第4条第2号に掲げ

る事業を利用する際に，当該利用する日の分の

使用料を納付しなければならない。ただし，市

長が特に認めるときは，この限りでない。 
 3 前項の使用料の額は，第1項の申込みに係る時

間1時間当たり500円とする。この場合におい

て，当該申込みに係る時間に1時間未満の端数

があるときは，これを1時間に切り上げて算出

するものとする。 
 4 市長は，規則で定めるところにより第2項の使

用料の減額又は免除をすることができる。 
 5 既に納付した第2項の使用料は，返還しない。

ただし，市長は，必要があると認めるときは，

当該使用料の全部又は一部の返還をすること

ができる。 
 (入館の禁止等) 
 第8条 市長は，次の各号のいずれかに該当する

者の地域子育て支援施設への入館を禁止し，又

は地域子育て支援施設からの退館を命じるこ

とができる。 
 (1) 公の秩序を乱し，又は保安上危険を及ぼ

すおそれのある者 
 (2) 他人に危害を及ぼし，又は迷惑となる物

品又は動物を携行する者 
 (3) この条例又はこの条例に基づく規則に違

反した者又はそのおそれのある者 
 (4) 管理上必要な指示に従わない者 
 (5) 前各号に掲げる者のほか，地域子育て支

援施設の管理運営に支障を及ぼすおそれが

あると認められる者 
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(損害賠償) (損害賠償) 
第7条 略 第9条 略 

(委任) (委任) 
第8条 略 第10条 略 
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